


第３６６号 平成２７年１２月１０日（２）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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会員情報各種変更届等　当所ホームページからダウンロードできます。（ＵＲＬは表紙に記載）
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恒
例
の
「
１
０
０
人
え
び
す
大

行
進
」
が
行
わ
れ
、
市
街
地
５
ヵ

所
で
七
福
神
に
よ
る�
大
盤
振
る

舞
い�
が
行
わ
れ
、
福
を
求
め
て

大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
中

野
西
高
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
市

街
地
を
演
奏
し
な
が
ら
行
進
し
ま

し
た
。

　

陣
屋
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
は　

組
１４

が
出
場
す
る
「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
２

０
１
５
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

組
と
も
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
会
場
内
は
歓
声
や
拍
手

に
湧
き
ま
し
た
。

　

北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公

園
で
は
、
午
後
７
時
か
ら
「
花
火

大
会
」
が
行
わ
れ
、
約
３
７
０
発

が
打
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ

り
多
く
の
市
民
並
び
に
企
業
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
き
、
晩
秋
の
夜
空

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
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「
鬼
島
太
鼓
」、「
ふ
る
さ
と
太

鼓
」、「
中
野
立
志
館
高
校
の
吹
奏

楽
部
」
の
演
奏
が
市
街
地
各
所
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。新
企
画
の『
中

野
の
ま
ち
で
リ
ア
ル
宝
探
し
』
に

は
小
中
学
生
１
２
０
名
が
参
加
。

商
店
街
に
隠
さ
れ
た
宝
を
探
し
て

お
店
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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第　

回
中
野
市
産
業
展
は
、
中

３１

野
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
２
日
間
開

催
し
ま
し
た
。

市
内　

企
業
・

２８

団
体
に
よ
る
製

品
等
の
展
示
・

販
売
、
記
念
講

演
会
な
ど
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
の
「
ミ
ニ
畳
づ
く
り
」・「
こ

け
玉
づ
く
り
」、「
プ
ラ
ン
タ
ー
づ

く
り
」「
ど
ろ
だ
ん
ご
を
つ
く
ろ
う
」

は
、
大
変
人
気
で
し
た
。

　

中
野
陣
屋
前
広
場
公
園
及
び
周

辺
で
は
、「
え
び
す
市
」、「
は
た

ら
く
車
大
集
合
」
を
開
催
。「
え

び
す
市
」
は
当
所
会
員　

店
が
出

１５

店
し
て
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。「
は
た
ら
く
車
大
集
合
」
は
、

建
設
作
業
車
（
協
力
・
中
野
市
建

設
業
協
会
）、
高
所
作
業
車
（
協

力
・
中
野
電
機
工
業
㈱
）、
消
防

救
助
工
作
車
（
協
力
・
岳
南
広
域

消
防
本
部
）、 パ
ト
カ
ー
（
中
野
警

察
署
）
の
試
乗
・
展
示
が
行
わ
れ
、

子
供
達
に
は
大
変
人
気
で
し
た
。

◇　
　
　

◇

　

本
年
の
中
野
え
び
す
講
・
産
業

祭
に
寄
付
並
び
に
花
火
の
提
供
を

賜
わ
り
ま
し
た
市
内
企
業
の
皆
様
、

催
事
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　中野えびす講・産業展は１４日・１５日の２日間開催しました。
両日とも曇り時々雨と天候には恵まれませんでしたが、一部
のイベントを除き予定どおり行うことができました。

�������
　１８,０００人
（１４日 １２,０００人）
（１５日　６,０００人）
������
　　　　　１０４店
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　４,９３３人
（１４日　２,６７６人）
（１５日　２,２５７人）

��
産
業
展
記
念
講
演
・
錦
見
泰
郎

氏

産
業
展
記
念
講
演
・
錦
見
泰
郎 
氏

（
錦
見
鋳
造
㈱
代
表
取
締
役
）

（
錦
見
鋳
造
㈱
代
表
取
締
役
）

▲花火大会 大スターマイン▲花火大会 大スターマイン
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　新たに取引の申込みを受けたとき、遠隔地の企業と取引をすると
きや、取引先の悪い噂を聞いたときなどにご利用下さい。
　全国の514商工会議所のネットワーク、日経テレコン21（東京商
工リサーチ、帝国データバンク、日経会社プロフィール等）を使い、取
引先の信用調査をいたします。
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 （３）平成２７年１２月１０日 第３６６号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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（但し、振替日が土・日
・祝日の場合は翌営業日）

　

『
中
野
陣
屋 
光
と
音
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
実
行
委
員
会
』（
宮
崎
博

文
実
行
委
員
長
）
で
は
、
今
年
で

４
回
目
と
な
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
灯
式
を　

月　

日
、
陣
屋

１１

２１

前
広
場
公
園
ス
テ
ー
ジ
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

中
町
線
の
街
路
樹
や
陣
屋
前
広

場
公
園
な
ど
に
約
４
万
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
装
飾
。

今
年
も
街
を
明
る
く
し
て
い
る
。

今
年
は
、
県
建
築
士
会
中
高
支
部

の
全
面
協
力
の
も
と
、
陣
屋
前
広

場
公
園
ス
テ
ー
ジ
前
に
高
さ
約
６

メ
ー
ト
ル
の
ツ
リ
ー
状
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
２
基
設
置
。
ス
テ

ー
ジ
中
央
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
飾
ら
れ
た
ア
ー
チ
と
そ
の
奥

に
は
「
黒
姫
様
へ
の
願
い
の
鐘
」

が
設
け
ら
れ
、
実
行
委
員
会
で

は
「
鐘
を
鳴
ら
し
て
願
い
事
を

す
る
と
願
い
が
叶
う
か
も
」
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
周
辺
商
店
街
の　

店
３９

舗
で
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

飾
り
、
こ
の
う
ち　

店
舗
に
は
、

２０

市
内
の
小
学
校
の
児
童
が
作
っ

た
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」

も
飾
っ
て
い
る
。

　

点
灯
式
に
は
、
池
田
市
長
、

山
田
会
頭
ほ
か
大
勢
の
来
賓
と

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
」

を
つ
く
っ
た
児
童
も
加
わ
り
、

市
内
で
活
動
す
る
「
Ｃ
ａ
ｒ
ａ

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
ク
ラ
ブ
」
の

演
奏
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
あ

わ
せ
点
灯
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
始
ま
っ
た
。

　

同
日
は
、
中
野
陣
屋
・
県
庁

記
念
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
。

約　

人
の
来
場
が
あ
り
、
中
野
市

２５０
内
な
ど
で
活
躍
す
る
６
組
の
様
々

な
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
年
明

け
１
月　

日
ま
で
の
午
後
４
時　

１０

３０

分
〜　

時
ま
で
、
毎
日
点
灯
し
て

１１

い
る
。

▲中野陣屋光と音のシンフォニー▲中野陣屋光と音のシンフォニー
  実行委員会 宮崎実行委員長実行委員会　宮崎実行委員長

▲陣屋前 柳並木も点灯▲陣屋前　柳並木も点灯

▲あいさつする▲あいさつする
山田会頭  山田会頭
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飯
山
・
須
坂
・
信
州
中
野
の
３

商
工
会
議
所
女
性
会
合
同
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
、　
１１

月　

日
に
飯
山
市
の
「
ホ
テ
ル
ほ

２６
て
い
や
」
に
て
開
催
さ
れ
、
当
女
性

会
か
ら
は　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１１

　

今
回
の
講
演
に
は
、「
ズ
ー
ム
イ
ン

！
朝
」
で
元
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
た

Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
小
紫
真

由
美
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、『�
話

す
力��
好
感
力�
を
高
め
る
方
法
』

と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功

す
る
た
め
に
は
、
相
手
に
上
手
に

伝
わ
る�
話
す
力�
と
相
手
を
惹

き
つ
け
る�
好
感
力�
の
両
方
が

必
要
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
基
本
は
、
相
手
の
立
場
、

相
手
の
目
線
で
伝
え
る
こ
と
が
大

切
。
話
し
方
の
実
践
も
交
え
た
講

演
で
、
参
加
者
も
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
な
が
ら
話
し
方
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
昼
食
会
で
は
、

３
所
女
性
会
の
楽
し
い
交
流
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

▲点灯式会場には大勢が集まった▲点灯式会場には大勢が集まった

▲講師 小紫真由美 氏▲講師　小紫真由美 氏
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ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
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第３６６号 平成２７年１２月１０日（４）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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中野市内約２７０店で使える商工会議所発行
共通商品券が便利です。

　当市製造業の前年同期比業況判断ＤＩは、平成２４年１０-１２月期に底を打ち、平成２５年１０－１２月期調査からプラスに転
じ、平成２７年１０－１２月期まで６期連続でプラスとなった。しかしながら、前回の平成２７年４－６月期調査において
０.０ﾎﾟｲﾝﾄになり、今回調査でも５.０ﾎﾟｲﾝﾄと低調であった。また、今期の水準業況ＤＩも５.０ﾎﾟｲﾝﾄであり、業況の転換期、
パラダイムの変化が見てとれるところである。見通し業況判断ＤＩについても、０.０ﾎﾟｲﾝﾄで業況の停滞感が窺える。
　当市製造業の業態は受注生産中心型が多く、完成品の生産が殆ど無いことから、国内メーカーの生産計画により、
大きく業況が左右される。メーカーにおいては為替差益の影響で利益計上できている企業が多いところである。一
方で、地域中小企業においては、受注数量は一定量確保しているが、短納期、低単価の状況が続いている。
　国内消費する製品・部品のみを国内生産するというメーカーのスタンスに変化はなく、国内需要の拡大が業況改
善には必要不可欠である。このような中で、いかに製品単価の引下げ要請を回避することができるか。加えて、耐
用年数を超えた設備機械を更新し、顧客の品質、短納期の要望に応えていくかが今後も継続する問題である。
　業況判断では、対前年同期比で調査企業２０社中「好転」が８社（４０.０％）、「不変」が５社(２５.０％ )、「悪化」が７
社(３５.０％)と回答している。また、今期の水準における業況判断は、「良い」が６社(３０.０％)、「ふつう」が９社(４５.０％）、
「悪い」と回答した企業が５社(２５.０％)である。

�������
　売上額の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が８社（４０.０％）、「不変」が５社（２５.０％）、「減少」が、７社（３５.０％）と
回答している。受注数量の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が９社（４５.０％）、「不変」が６社(３０.０％ )、｢減少｣が５社
(２５.０％)と回答している。
　売上額、受注数量のＤＩ値がプラス値ではあるが、前回調査と比べて減少している。先行きについては、メーカ
ーの生産調整の時期が前倒しとなっているとの声もあり、既存品については減少が予見される。
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5.0ﾎﾟｲﾝﾄ７社(35.0％)５社(25.0％)８社(40.0％)H27.７月－９月
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5.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社(25.0％)９社(45.0％)６社(30.0％)H27.７月－９月
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5.0ﾎﾟｲﾝﾄ７社(35.0％)５社(25.0％)８社(40.0％)H27.７月－９月
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 （５）平成２７年１２月１０日 第３６６号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�������	
��

取扱損保会社
 （50音順）　 ㈱損害保険ジャパン・東京海上日動火災保険㈱

�������業況判断指数で「良い」、「ふつう」、「悪い」の比率を出し、「良い」と答えた割合から「悪い」と答えを引いた指数。

�������
　経常利益の水準ＤＩは、｢黒字｣が８社(４０.０％)、「収支トントン」が８社(４０.０％)、「赤字」が４社(２０.０％)と回答し
ている。
　利益確保ができている企業は、顧客ニーズに即した製品の受注並びに新規取引先の確保で、受注数量が増加して
いる。しかしながら、既存製品のリピート品のみの受注しか確保できていない企業は、原材料価格の高止まり及び
低単価であることから利益の確保が困難な状況である。
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　国内経済の停滞、内需の拡大が見られないことから、「国内需要の低下」を挙げる企業が２０社中１１社(５５.０％)であ
った。消費者の購買行動が、高額商品か低額商品かの二極化の中で、厳しい吟味・選別の上に決定することからの
「製品ニーズの変化への対応」が１０社(５０.０％)。
　生産設備を更新するまで回復していないことから 「生産設備の老朽化」を問題に挙げる企業が９社(４５.０％)あった。
�������	

　金型については、売り型を含めて堅調な受注がある。今後、成形品に結び付くことができれば、成形品の受注が
増加する。調査対象企業では先行きの受注数量の増加に期待して、見通し受注数量ＤＩを２５.０ﾎﾟｲﾝﾄと予見している
ところである。
　なお、業況が前年同期(平成２６年１０－１２期)と比べて「好転」すると回答した企業は５社(２５.０％)、「不変」とする企
業は１０社(５０.０％)、「悪化」とした企業が５社(２５.０%)である。
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20.0ﾎﾟｲﾝﾄ４社(20.0％)８社(40.0％)８社(40.0％)H27.７月－９月
��������	��������	��������	��������	�������	
��
��

　日ごろから、中野労働基準監督署の業務運営に、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当署管内における平成２７年１０月末日現在の休業４日以上の労働災害の死傷者数は１５０人（対前年１８
人増。 うち死亡者は３人で対前年２人増）と大幅に増加しており、大変憂慮すべき状況となっております。
　また、冬季には転倒災害が増加する傾向にあり、平成２６年７月から平成２７年６月までの１年間に発生し
た休業４日以上の転倒災害のうち、１２月から３月までに発生した転倒災害は３０人で、全体の６２.５%（平成
２７年１月は１４人、次いで平成２６年１２月が７人）を占めております。発生した災害の多くは休業見込み１ヶ
月以上で、中には３ヶ月や６ヶ月以上という重篤な災害もあることから、事業活動に与える影響も大きく、
企業としても早めの対策が求められます。

等が挙げられます。
　今年も残すところわずかとなりましたが、会員のみなさまにおかれましては、今後一切労働災害を発生
させない、特に転倒災害を「ゼロ」にするという強い決意のもと、労使一体となって労働災害の防止にご
尽力下さいますよう、お願い申し上げます。
　なお、中野労働基準監督署では「転倒災害ゼロ宣言！」活動を展開しております。インターネットでも
公開しておりますので「中野　転倒ゼロ」でご確認下さい。
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　①時間に余裕をもって行動する
　②駐車場内や駐車場から職場までの間に安全な通路を確保する
　③ヒヤリハット情報を活用して転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知する
　④雪道や作業に適した靴を使用する
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中
国
経
済
の
成
長
鈍
化
が
世
界

経
済
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
日

本
の
実
質
成
長
率
は
４
〜
６
月
期
、

７
〜
９
月
期
と
２
四
半
期
連
続
で

マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
が
、
そ

の
主
因
は
輸
出
の
失
速
で
あ
る
。

中
国
経
済
が
今
後
さ
ら
に
悪
化
す

る
と
は
見
込
ま
れ
な
い
も
の
の
、

現
在
の
よ
う
な
状
態
が
し
ば
ら
く

続
く
と
見
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
輸
出
の

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
下
で
、
日

本
経
済
が
成
長
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
内
需
を
着
実
に
伸
ば

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
内
需
の

鍵
を
握
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
企
業
の
設
備
投
資
と
個
人
消
費

で
あ
る
。

　

幸
い
、
大
企
業
の
収
益
は
過
去

最
高
水
準
に
達
し
て
い
る
。
収
益

拡
大
を
反
映
し
て
配
当
性
向
の
引

き
上
げ
は
も
と
よ
り
、
日
本
企
業

に
よ
る
海
外
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
も
増

加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
企
業
の

設
備
投
資
や
研
究
開
発
投
資
、
あ

る
い
は
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
へ
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
の
動
き
は
総

じ
て
低
調
だ
。
こ
れ
を
反
映
し
て
、

企
業
の
手
元
の
現
預
金
な
ど
の
増

加
が
続
い
て
い
る
。

　

企
業
の
保
有
す
る
設
備
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
更
新
投
資
で

あ
っ
て
も
省
エ
ネ
・
省
力
化
な
ど

を
通
じ
た
生
産
性
向
上
の
効
果
は

大
き
い
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
大

企
業
の
年
度
初
め
の
設
備
投
資
計

画
は
２
桁
に
達
し
て
い
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
の
設
備
投

資
は
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
賃
金
は
過
去
２
年
間
上

昇
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
企
業

収
益
の
大
幅
な
伸
び
に
比
べ
れ
ば
、

そ
の
伸
び
は
低
く
、
結
果
的
に
労

働
分
配
率
の
低
下
が
続
い
て
い
る
。

　

な
ぜ
企
業
収
益
の
伸
び
に
比
べ

て
、
設
備
投
資
や
賃
上
げ
の
動
き

は
鈍
い
の
だ
ろ
う
か
。
企
業
経
営

者
が
い
ま
だ
に
デ
フ
レ
・
マ
イ
ン

ド
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
が
一

因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
企
業
経
営
が

外
部
環
境
の
変
化
に
敏
感
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今

回
も
、
中
国
シ
ョ
ッ
ク
が
企
業
の

マ
イ
ン
ド
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
な
ど
の
物
差

し
で
見
た
日
本
企
業
の
収
益
力
は

ま
だ
高
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
借
入
な
ど
で

レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
せ
る
わ
け
で

も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ
を
貯
め
込
む
ば
か
り
で
は
、
収

益
力
の
向
上
は
望
め
な
い
。
株
主
、

と
り
わ
け
海
外
の
株
主
か
ら
見
れ

ば
、
日
本
企
業
の
経
営
努
力
は
十

分
と
は
い
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
経
営

ス
タ
ン
ス
は
市
場
か
ら
の
批
判
の

目
に
さ
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
日
本

で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
ま
だ
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
企
業
経
営
者

が
四
半
期
ご
と
の
決
算
な
ど
目
先

の
利
益
に
一
喜
一
憂
し
、
将
来
の

収
益
を
左
右
す
る
成
長
力
強
化
の

た
め
の
市
場
開
拓
や
投
資
を
な
お

ざ
り
に
す
る
よ
う
な
、
近
視
眼
的

な
経
営
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
、
政
府
は

企
業
に
対
し
再
三
に
わ
た
っ
て
賃

上
げ
を
要
請
し
て
き
た
。
さ
ら
に

官
民
対
話
な
ど
を
新
た
な
対
話
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
つ
く
っ
て
、
設
備

投
資
拡
大
も
求
め
て
い
る
。
政
府

の
企
業
部
門
に
対
す
る
こ
う
し
た

干
渉
は
、
深
入
り
し
過
ぎ
で
あ
る

と
の
批
判
も
あ
る
が
、
政
府
と
し

て
は
、
財
政
健
全
化
を
進
め
る
た

め
に
消
費
税
を
引
き
上
げ
て
個
人

に
負
担
を
求
め
る
一
方
で
、
経
済

活
性
化
の
た
め
に
法
人
税
の
引
き

下
げ
を
進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

企
業
部
門
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
企
業
部
門
か
ら
は
、

一
層
の
法
人
税
引
き
下
げ
や
投
資

減
税
、
規
制
緩
和
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て

は
、
消
費
増
税
の
負
担
が
重
く
な

っ
て
い
る
低
所
得
層
や
子
育
て
層

へ
の
支
援
な
ど
、
家
計
へ
の
配
慮

も
欠
か
せ
な
い
。

　

企
業
経
営
者
が
政
府
に
対
し
て

経
営
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ

�
�
�
�
�
�
�
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う
。
し
か
し
、
経
済
環
境
の
良
し

悪
し
や
政
府
の
環
境
整
備
な
ど
に

左
右
さ
れ
ず
、
独
自
の
リ
ス
ク
判

断
で
投
資
を
す
る
の
が
企
業
経
営

者
の
姿
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
企
業

経
営
者
に
、
現
状
の
収
益
に
甘
ん

ず
る
こ
と
な
く
、
一
層
の
生
産
性

向
上
と
将
来
の
収
益
力
拡
大
に
向

け
た
努
力
を
求
め
た
い
。　

（　

月
１
日
執
筆
）
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（50音順）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険㈱・三井住友海上火災保険㈱

－

賃
金
と
設
備
投
資
は
な
ぜ
増
え
な
い
の
か－



 （７）平成２７年１２月１０日 第３６６号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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今
回
は
、
豊
田
支
部
の
支
部

長
を
こ
の
春
か
ら
務
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
、
カ
ネ
カ
商

店
の
小
橋
清
和
さ
ん
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
、
お
話
し
を
伺

っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
屋
号
の
カ
ネ
カ
商
店

の
お
名
前
の
由
来
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
一
代
目
祖
父
の
加
一

郎
さ
ん
が
、
材
木
屋
を
始
め
て
、

大
工
さ
ん
が
よ
く
使
わ
れ
る

差
し
金
と
祖
父
の
加
一
郎
さ

ん
の
「
加
」
を
組
み
合
わ
せ
て

�
 
加
（
カ
ネ
カ
）
商
店�
と

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

二
代
目
父
の
清
一
郎
さ
ん
が
建

設
業
に
業
種
転
換
し
ま
し
た
。

　

清
和
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、

東
京
の
家
電
関
連
の
専
門
学
校

を
卒
業
。
家
電
メ
ー
カ
ー
に
就

職
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情

で
帰
郷
し
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
決
め
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
、

建
築
土
木
を
主
に
住
宅
基
礎
や

エ
ク
ス
テ
リ
ア
（
塀
）
工
事
と
、

水
田
を
重
機
で
起
こ
し
た
り
す

る
仕
事
を
、
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
大
変
な
こ
と
は
」
と
伺
う
と
、

『
天
候
で
す
。
外
仕
事
だ
と
仕

上
げ
な
ど
す
る
際
、
雨
が
降
る

と
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
』

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
り
ん
ご
を
４
反

歩
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培

品
種
は
、
つ
が
る
、
シ
ナ
ノ
ス

イ
ー
ト
、
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
、

サ
ン
ふ
じ
で
す
。

　

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

伺
う
と
、『
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
住
宅
の
基
礎
が
で
き
、
建
物

が
出
来
て
く
る
と
き
』。り
ん
ご

栽
培
も
、『
１
年
間
、
手
塩
に

か
け
、
実
の
り
・
収
穫
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
』
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
お
忙
し
い
時
に
、

長
時
間
の
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
加
商
店
、
清
和
さ
ん
、

ご
家
族
様
の
ご
健
康
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
者　

畠
山
清
光
）
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取扱損保会社　あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
   （50音順）　  富士火災海上保険㈱・三井住友海上火災保険㈱
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　平成２７年中に、給料、賃金、歳費、賞与等の支払いを行った会社や個人（給与支払
者）は、地方税法により、原則として、従業員が平成２８年１月１日現在居住する市区
町村長あてに「給与支払報告書」を提出しなければならないとされています。
　給与支払報告書の提出期限は２月１日（月）です。１月中の早期提出にご協力をお
願いします。
　また、給与支払者は、地方税法及び市税条例により、原則として、従業員の個人住
民税（個人市民税・個人県民税）を「特別徴収」しなければならないとされています。
　この特別徴収とは、６月から翌年５月までの間、給与支払者が、従業員に毎月支払う給与から個人住民税を
天引きし、従業員に代わって市へ納入していただく制度です。
　未実施の給与支払者の方は、特別徴収を行っていただくようお願いします。
特別徴収を行うには、給与支払報告書の提出時に、特別徴収できる方と退職等の理由で特別徴収できない方
（普通徴収）を仕切り紙等で区分していただく必要があります。特別徴収に区分された方については、税額通
知書を、５月中旬に、市から給与支払者あてにお送りします。
　なお、現在、長野県と県内市町村との協働により、所得税の源泉徴収義務がある全ての給与支払者に、個人
住民税を特別徴収していただくようにする取組みについて、調査研究がされています。
問い合わせ先　市役所税務課課税係　�０２６９(２２)２１１１(内線２２５）
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▲ぶりの活〆 ぶりしゃぶコース （要予約）

�����



第３６６号 平成２７年１２月１０日（８）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

����� 平成27年１１月

女性会役員会月２
日本生活金融公庫国民生活事業定例相談会
光と音のシンフォニー実行委員会
青年部役員会
信州中野無相大師奉賛会理事会水４
11月議員例会 幹事会
補助員等研修会
労働保険事業主説明会
平成27年度北信地区人権研修会
第５回中野市総合計画審議会木５
広報委員会金６
光と音のシンフォニー ランプシェード作り教室土７
関西「ふるさと信州中野会」総会
無相大師奉賛会開山諱日８
中高職業訓練協会常任理事会月９
中野市水道事業運営審議会火10
ＪＡ中野市との懇談
雇用保険適用関係事務実務講習会水11
マル経審査会木12
中野市総合計画審議会・答申金13
信濃中野税務署長納税表彰式
平成27年度第２回生涯学習推進会議
えびす講・産業展（～15日）土14
第141回日商簿記検定日15
（一社）信濃中野法人会第27回会員大会火17
中小企業振興センター活性化事業中間監査
平成27年度第２回小規模事業者経営改善資金貸付推薦団体連絡協議会
青年部50周年会議
日商委員会（～19日）水18
2015差別をなくす市民集会
年末調整説明会木19
光と音のシンフォニー（点灯式）土21
中野市水道事業運営審議会火24
妙心寺霊雲院 則竹秀南老師講演会並びに歓迎夕食会
丸山耕司氏の金賞受賞を祝う会
平成27年度第３回中野市健康づくり推進協議会水25
青年部 経済委員会
若手後継者等育成事業講演会及び交流会（女性会）木26
信州中野きのこのお菓子振興プロジェクト会議
信州なかのふるさと情報コミュニティ会議
正副会頭会議
総務委員会
常議員会
11月議員例会
えびす講・産業展 反省慰労会
中野市新事業・新製品開発補助金審査会金27
商業委員会・商連・青年部懇談会
北信ブロック経営指導員研修月30
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来月は、���������午前10時～
　　　　　　　　　（原則・毎月第１月曜日）
場所　当所　第２会議室
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開 設 日　原則・毎週 月・水・金の３日間
開設時間　午前10時から午後４時
�������	
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���������

豊田出張所：中野市豊田支所２階
　　　　　　�������	
��

��

�������	

対象：ＰＬ保険プラン、業務災害補償プラン
　　　休業補償プラン、集団扱自動車保険
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１．定期配達販売
 

 
２．窓口販売
※納品日以降に来所いただければお渡しできます。

  
３．お申し込み
　所定の申込用紙により事務局あてＦＡＸ等
でお申し込みください。ご不明な点がございま
したら下記までご連絡ください。　　
◇問い合わせ
　会員サービス課【TEL 22-2191 FAX 26-7007】

２月２８年１月区　　分
５日�５日�注文締切日
１０日�１２日�納　品　日
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１月１２月区　　分
２０日�２１日�注文締切日
２５日�２５日�納　品　日

無　　料配　達　料
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